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インターバンクの声 （2014 年 10 月 21 日） 
 

先週末の米国マーケットが大きく反発上昇したことを好感し、東京市場での

ドル円は 107円を回復してからの上昇スタートとなった。また、日経平均株

価の 500円超の上昇と 1万 5,000円台の回復もドル円を支える材料となり堅

調に推移した。このように、9月からの下落相場に歯止めがかかったかのよう

に見えたマーケットだったが、ロンドン時間に入ってから一変、ECBのバラン

スシート拡大のためのカバード債の購入にもマーケットの反応は鈍く、ドル

円相場は欧州株式市場の下落に引っ張られる形で先週末の終値付近に戻って 

きた。こうした欧州株式市場下落の背景としては、本日の午前 11時に発表が

予定されている中国経済指標が意識されていたかも知れない。欧州を含めた

世界経済に景気減速の懸念が強まっている中、中国 7-9月期 GDPが前回値を

下回るとの観測も出ている。その上、同時に発表される鉱工業生産と小売売

上高の結果次第では、中国を震源地として世界のマーケットが激しく搖動す

る可能性もある。また、為替市場においてはドル円だけではなく中国経済に

敏感度の高い豪ドルにも注目が必要だ。 
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